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FoE Japanの紹介

• FoE Japan（エフ・オー・イー・ジャパン）は、地球規模で
の環境問題に取り組む国際環境NGOです。世界70ヵ国以上
に200万人のサポーターを有する Friends of the Earth 
International のメンバー団体として、1980年から日本で活
動をしています。

• 気候変動や森林破壊、大規模開発による環境・人権問題、脱
原発・脱石炭など、幅広く政策提言活動を行っています。
「日本の政府、企業、私たちの生活が関わって起きる問題だ
からこそ、私たちの力で解決したい。」この思いを大切に、
問題の現地の人々や自然に寄り添った活動を展開しています。



開発と人権チーム



エネルギー基本計画（案）と鉱物資源

エネルギー基本計画（案）

P62-P64



重要鉱物（Critical Minerals）

マンガン、ニッケル、クロム、タングステン、モリブデン、コバ

ルト、ニオブ、タンタル、アンチモン、リチウム、ボロン、チタ

ン、バナジウム、ストロンチウム、希土類金属、白金族、ベリリ

ウム、ガリウム、ゲルマニウム、セレン、ルビジウム、ジルコニ

ウム、インジウム、テルル、セシウム、バリウム、ハフニウム、

レニウム、タリウム、ビスマス、グラファイト、フッ素、マグネ

シウム、シリコン、リン及びウラン（経産省、２０２３）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/economic_security/metal/torikumihoshin.pdf


重要鉱物とは

• 重要鉱物は、今後市場拡大が見込まれる電動車や定置用

蓄電池で用いられるリチウムイオンバッテリー（以下

「ＬＩＢ」という。）、高性能モーター、風力発電用の

タービン、半導体などに用いられ、我が国の産業に欠か

せない原材料である。 （経産省、２０２３）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/economic_security/metal/torikumihoshin.pdf


重要鉱物（Critical Minerals）

銅、リチウム、ニッケル、コバルト、希土類元素などの重要

鉱物は、風力タービンや電力網から電気自動車に至るまで、

今日急速に成長しているクリーン・エネルギー技術の多くに

不可欠な構成要素です。クリーン・エネルギーへの移行が加

速するにつれ、これらの鉱物に対する需要は急速に高まって

いる。（IEA）

https://www.iea.org/topics/critical-minerals


気候変動対策と鉱物資源

• 鉱物資源は、あらゆる工業製品の原材料として、国民生活及び経済活動を支

える重要な資源であり、ＤＸやＧＸの進展や、それに伴い見込まれる電力需

要増加への対応に必要不可欠である。また、エネルギーの有効利用の鍵とな

り、今後、製品としても日本企業の競争力を左右する蓄電池、モーター、半

導体等の製造にあたっては、銅や、レアメタル等の重要鉱物の安定的な供給

確保が欠かせない。（P62）

• ２０５０年のカーボンニュートラル実現にとって不可欠なバッテリーメタ

ル・レアアース・ウランについては（中略）２０３０年時点で国内への供給

に必要な需要量の確保を目指し、対応を進めていく。（P63）





出典：経済産業省

https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/xev_2022now.html


世界の電動車市場予測

出典：日経新聞、富士経済

https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP680415_Y4A011C2000000/




鉱物資源調達のリスク

• 重要鉱物は、鉱種ごとに埋蔵・生産地の偏在性、中流工程の寡占
度、価格安定性等の状況が異なり、上流の鉱山開発から下流の最
終製品化までに多様な供給リスクが存在している。（P62）

ニッケル コバルト
図：JOGMEC



鉱物資源調達のリスク

資源ナショナリズムの高まりや開発条件の悪化等により、資源開

発リスク も引き続き上昇傾向にあり、一部のレアメタルについて

は、上流のみならず中流工程についても特定国による寡占化が進

みつつある。 （P63）

日本側の主観によるリスクは書かれているが、現場で影響を受

ける人びとや自然環境へのリスクについての言及はない。



鉱物資源調達のリスク

レアメタルとは

「地球上の存在量が稀であるか、

技術的・経済的な理由で抽出困難

な金属」のうち、工業需要が現に

存在する（今後見込まれる）ため、

安定供給の確保が政策的に重要で

あるもの（経産省）



リスクへの対応

• 長期安定供給が見込める海外からの調達も含めたリサイクル資源の活用に資

する方策を検討する。（P63） 

• 「２０２２年度時点で３７．７％にとどまっているベースメタルの自給率に

ついて、２０３０年までに８０％以上を達成することを目指」す（P64）

現行の第6次エネルギー基本計画において、2030年のベースメタルの自

給率を80％以上を目指しているものの、DX、GX本格化に向けて鍵とな

る銅は、その目標達成が危うい状況（経産省）

https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/2024/061/061_006.pdf


事例：ニッケル開発

•ニッケルとは？

•元素記号は Ni、レアメタルの一つ

•ステンレスやリチウムイオン電池に使われる

•スマホ・パソコン・電気自動車などに使用

•日本のニッケルの消費（2021年）：166,000t=世界の

14%、2020年比で115%に増加

（JOGMEC 「鉱物資源マテリアルフロー2022」）





ニッケル鉱石生産国

• インドネシア、フィリピンは世界1・２番目のニッケル鉱石生産国

出典：JOGMEC 「鉱物資源マテリアルフロー2020」





ニッケル鉱山の場所

フィリピン

パラワン、リオツバ鉱山

ミンダナオ島、タガニート鉱山

インドネシア

南スラウェシ州、ソロワコ鉱山

あくまでも日本の官民が関わっている案件でFoEが
提言・モニタリング活動をしているもの。他国の推
進するニッケル鉱山も多数



ニッケルと日本の関係

インドネシア（ソロワコ）
ヴァーレインドネシア
住友金属鉱山11.48%
ヴァーレ
三井物産6.31%

フィリピン（リオツバ、タガニート）
住友金属鉱山
大平洋金属、双日、三井物産
国際協力銀行（JBIC）、日本貿易保険（NEXI）

ヴァーレインドネシア
出資比率

出所：https://vale.com/en/indonesia/about-pt-vale



ニッケルと日本の関係



鉱区の広さ

• リオツバニッケル鉱山（フィリピン）：

東京ドーム200個以上の広さ（990ha）

拡張されると・・東京ドーム800個弱が加算（4587ha）

• タガニートニッケル鉱山（フィリピン）：

東京ドーム1000個以上（4,682ha）

• ソロワコ鉱山（インドネシア）：

東京23区よりも広い（70,566ha）



リオツバニッケル鉱山（フィリピン）





主な問題点

• ニッケル開発・製錬が進められる川などに六価クロ

ムが検出されており、2009年からの継続調査

• 六価クロムとは？

• 天然で存在することがほぼない、毒性の高い物質

• 築地やリニア工事で基準値超えで検出し話題

• 皮膚の腐食、臓器障害、癌、DNA損傷の可能性

• 地域コミュニティの移転や分断、補償などの問題

• 基本的人権の侵害





六価クロムの調査

• 現場で簡易検知管で六価クロムを確認（ピンクが濃いほど値が高い）

• 日本のラボで総クロムを測定（六価クロムは三価になりやすいため）



長年の水質調査



採集ポイント（23年9月）



採集ポイント（24年9月）



採集ポイント近く（24年9月）



リオツバでのニッケル鉱山拡張



共和国法（Republic Act） 7611

• Approved: June 19, 1992  

• Signed:  CORAZON C. AQUINO

• SEC. 9: “Area of maximum protection or core 

zone -This zone shall be fully and strictly 

protected and maintained free of human 

disruption. Included here are all types of natural 

forest which include first growth forest, residual 

forest and edges of intact forest, areas above 

one thousand (1,000) meters elevation, peaks of 

mountains or other areas with very steep 

gradients, and endangered habitats and habitats 

of endangered and rare species."







拡張のための伐採許可の看板





先住民族ママンワ





ヴェロニコ・デラメンテさん（27）

2017年1月、超法規的処刑の犠牲に・・・

移転地近くでオートバイに乗ってやってきた2

人組によって射殺される。中国系企業が同地

域で計画していた鉱山開発の拡張に反対の声

をあげており、生前から死の脅迫を受けてい

た。



フィリピンの人権状況



超法規的殺害

出典：Global Witness



ソロワコ：東京23区よりも広い鉱区







人権侵害

PTヴァーレインドネシアに清潔な
水などを求め、抗議デモを行った
先住民族が不当逮捕・拘束（2022
年3月）

｜ 48



深海採掘について

• 国産海洋鉱物資源の開発 

我が国の領海・排他的経済水域等に賦存する国産海洋鉱物資源である金

銀銅等が含まれる海底熱水鉱床、コバルトリッチクラスト、マンガン団

塊、レアアース泥については、引き続き国際情勢をにらみつつ、採鉱・

揚鉱、選鉱・製錬技術の確立、資源量調査、環境影響把握等の取組を進

めていく。（P63）



深海採掘の主な問題

• 深海生態系の99％以

上は謎（JAMSTEC）

• 土煙が広範囲にわた

りやすいが、その影

響は不明

出所：Blue Peril: a visual investigation of deep sea mining in the Pacific

https://www.jamstec.go.jp/j/pr/topics/explore-20220818/
https://www.youtube.com/watch?v=PwgpNZdIWio


土煙の広がり

出所：Blue Peril: a visual investigation of deep sea mining in the Pacific

https://www.youtube.com/watch?v=PwgpNZdIWio


土煙の広がり

出所：Blue Peril: a visual investigation of deep sea mining in the Pacific

https://www.youtube.com/watch?v=PwgpNZdIWio


日本での深海採掘



=7億5千520万円

=数十億～百億円以上

=3107万円

※揚鉱（ようこう）：海底の鉱物資源を海上に引き上げること





エネルギー政策基本法

• （目的）第一条

• この法律は、エネルギーが国民生活の安定向上並びに国民経済の維持及び発

展に欠くことのできないものであるとともに、その利用が地域及び地球の環

境に大きな影響を及ぼすことにかんがみ、エネルギーの需給に関する施策に

関し、基本方針を定め、並びに国及び地方公共団体の責務等を明らかにする

とともに、エネルギーの需給に関する施策の基本となる事項を定めることに

より、エネルギーの需給に関する施策を長期的、総合的かつ計画的に推進し、

もって地域及び地球の環境の保全に寄与するとともに我が国及び世界の経済

社会の持続的な発展に貢献することを目的とする。



エネルギー政策の基本的視点（Ｓ＋３Ｅ）

• 我が国のエネルギー政策の要諦は、安全性（Safety）を大前提に、エネルギー安定供

給（Energy Security）を第一として、経済効率性の向上（Economic Efficiency）と

環境への適合（Environment）を図るという、「Ｓ＋３Ｅの原則」にある。（P14）

• 気候変動問題に対して国家を挙げて対応する強い決意を表明している。（P15）

• エネルギー分野の脱炭素化に際しては、脱炭素化に伴う社会的コストが増加してい

くことが想定されるため、脱炭素技術のコスト低減を最大限推進するとともに、エ

ネルギー安定供給や経済効率性とのバランスを踏まえ、脱炭素エネルギーを利用す

る国民や産業界の理解を丁寧に得ながら進めていく必要がある。（P15） 

「地球の環境の保全に寄与する」という視点が最初から欠如



環境への適合について

• エネルギーの脱炭素化に当たっては、発電所の建設のための土木・建設工事

のための掘削や建設機械の使用等に加え、ＥＶや蓄電池、太陽光パネルなど

の脱炭素化を支える鉱物の採掘・加工や製品の製造・運輸過程におけるＣＯ

２排出を考慮する必要もあり、エネルギー供給面のみならず、サプライ

チェーン全体での環境への影響も評価しながら脱炭素化を進めていく観点が

重要である。（第６次エネ基）

第６次エネ基と比較して、

環境への影響の視点が削除され、産業界よりに・・・



第6次エネ基からの変更

• 特定国に依存しない強靭なサプライチェーン構築

• リサイクル資源の最大限の活用、製錬等のプロセス改善・技

術開発による回収率向上等のため投資を促進

• レアメタルの使用量低減技術やその機能を代替する新材料開

発に向けた取組の更なる支援を行う。

⇒今回は記載がない



https://foejapan.org/issue/20241107/21153/

https://foejapan.org/issue/20241107/21153/
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